
　
「
お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
、
「
地
産
地
消
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
県
産
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
及
び

生
産
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
る
県
内
最
大
規
模
の
農
林
水
産
関
連
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
は
１
月
24
日
、
25
日

に
奥
武
山
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
表

彰
式
や
品
評
会
、
新
鮮
な
県
産
野
菜
の
販

売
な
ど
多
く
の

催
し
物
が
行
わ

れ
、
両
日
で
約

17
万
人
が
訪
れ

ま
し
た
。
県
産

農
林
水
産
物
や

そ
の
加
工
品
を

多
く
の
方
に

知
っ
て
、
味

わ
っ
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

　
農
林
漁
業
の
経
営
改
善
や
技
術
の
近
代

化
等
で
功
績
が
あ
っ
た
農
林
漁
業
者
や
団

体
を
選
定
す
る
「
沖
縄
県
農
林
漁
業
賞
」

の
表
彰
式
と
、
農
林
水
産
業
と
関
わ
り
を

も
ち
、
地
域
が
誇
れ
る
魅
力
あ
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
を
認

定
す
る
「
沖
縄
、
ふ
る
さ
と
百
選
」
の
認

定
式
が
行
わ
れ
、
当
局
か
ら
は
泉
次
長
が

出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
花
き
品
評
会
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
、
野
菜
品
評
会
、
果
樹
品
評

会
、
野
菜
・
花
き
産
地
活
動
、
園
芸
拠
点

産
地
の
計
６
つ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
５
７
５
点
の
出
品
物
か
ら
高
い
栽
培

技
術
等
が
認
め
ら
れ
た
37
点
に
特
別
賞
が

贈
ら
れ
ま
し

た
。
当
局
か

ら
は
、
渡
邉

農
林
水
産
部

長
が
出
席
し
、

祝
辞
を
述
べ

る
と
と
も
に
、

表
彰
状
を
授

与
し
ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
政
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
２
７

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

おきなわ
花と食のフェスティバル２０２６が

開催されました！

「
沖
縄
県
農
林
漁
業
賞
」
表
彰
式
、

「
沖
縄
、
ふ
る
さ
と
百
選
」
認
定
式

各
種
品
評
会
等
表
彰
式

▲開会式典の様子

▲「沖縄県農林漁業賞」表彰式

▲「沖縄、ふるさと百選」認定証交付式▲賞状授与の様子

○園芸フェア品評会等受賞者（一部ご紹介）

花き

野菜

果樹

フラワーデザイン

農林水産大臣賞
農林水産省農産局長賞
沖縄総合事務局長賞
沖縄総合事務局長賞
農林水産大臣賞
農林水産省農産局長賞
沖縄総合事務局長賞
沖縄総合事務局農林水産部長賞
農林水産省農産局長賞
沖縄総合事務局長賞
沖縄総合事務局農林水産部長賞

知花　貫徹
新城　究
金城　久美子
金城　麻由美
久保田　琢
上地　美香
伊森　雅人
諸見謝　慎
東恩納　ナツ
比嘉　晴菜
山城　弘一

小ぎく 
ドラセナ
ストレリチア
一般の部
きゅうり
さやいんげん（関東）
大型ピーマン
中型ピーマン
タンカン
パッションフルーツ
タンカン

品評会等 賞 受賞者名 品目名等

○沖縄県農林漁業賞受賞者
部門
農産

園芸

畜産
土地
改良

漁業

農山漁村
地域
活性化

砂川　明寛 宮古島市 さとうきび
赤嶺　彰一 豊見城市 果樹（マンゴー）
久保　弘美 宮古島市 野菜（オクラ、タマネギ）
下地　堅士朗 宮古島市 野菜（ゴーヤー、オクラ）
島袋　孔夫 伊江村 花き（モンステラ、タニワタリ、ドラセナ）
渡久地　政和 伊江村 花き（スプレーマム、ユリ）
中部地区和牛改良組合 沖縄市 肉用牛
石垣島地区農地・水・環境保全管理
協定運営委員会 石垣市 農業農村整備事業の

推進と管理
仲本　博一 宮古島市 モズク養殖、ヒトエグサ養殖

うるま市農漁村生活研究会 うるま市 地域の農水産物を活用した加工品づく
りや食育活動等による食文化の継承

伊江村生活研究会 伊江村 地域の素材や文化を生かした農業の
６次産業化

受賞者名 市町村 主な品目
○「沖縄、ふるさと百選」認定団体
部門

交流

市町村

大宜味村

団体名

NPO法人おおぎみま
るごとツーリズム協会

認定名

人と自然と文化が響きあう
大宜味村のふるさとづくり
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沖縄の冬の風物詩
「ムーチー」について

　
沖
縄
総
合
事
務
局
消
費
・
安
全
課
で
は

消
費
者
の
方
々
に
食
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
食
に
関
す
る
情
報
を
幅

広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
の
冬
の
風
物
詩
の
一
つ
で
あ
る

「
ム
ー
チ
ー
」。
沖
縄
で
は
、
旧
暦
の
12
月

８
日
に
ム
ー
チ
ー
を
食
べ
る
習
わ
し
が
あ

り
ま
す
。
ム
ー
チ
ー
は
餅
を
月
桃
の
葉
で

包
み
独
特
の
風
味
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

今
回
は
ム
ー
チ
ー
に
つ
い
て
食
品
事
業
者

や
関
係
者
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
原
料
の
変
遷
に
つ
い
て
「
南
城
市
う
ふ

ざ
と
ヌ
ム
ー
チ
ー
祭
実
行
委
員
会
」
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。「
戦
前
は
各
家
庭
の
田

で
栽
培
し
た
も
ち
米
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
。
戦
後
、
さ
と
う
き
び
栽
培
の
拡
大
に

伴
い
田
が
減
少
し
、
国
内
の
も
ち
米
か
ら

タ
イ
産
も
ち
米
に
代
わ
り
、
現
在
は
、
タ

イ
産
も
ち
粉
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
」
と

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
も
ち
粉
の
取
扱
業

者
に
よ
る
と
、
30
年
以
上
前
か
ら
タ
イ
産

も
ち
粉
の
輸
入
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
で
は
、
紅
い
も
や
黒
糖
な
ど
が
入
っ

た
ミ
ッ
ク
ス
も
ち
粉
も
販
売
さ
れ
、
色
々

な
味
の
ム
ー
チ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。

　
タ
イ
産
も
ち
米
を
原
料
と
し
た
ム
ー

チ
ー
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
沖
縄
市
の

上
間
モ
チ
店
に
、
ム
ー
チ
ー
作
り
の
製
造

工
程
を
伺
い
ま
し
た
。

　
社
長
の
上
間
氏
に
よ
る
と
「
も
ち
米
か

ら
作
っ
た
ム
ー
チ
ー
は
コ
シ
が
あ
り
お
い

し
い
」
と
消
費
者
及
び
販
売
先
に
評
判
が

良
い
た
め
、
ム
ー
チ
ー
の
時
期
（
旧
暦
の

12
月
１
日
〜
８
日
）
及
び
そ
の
時
期
か
ら

１
ヶ
月
ま
で
の
間
は
、
も
ち
米
を
原
料
と

し
た
ム
ー
チ
ー
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
製

造
工
程
は
、
ム
ー
チ
ー
を
販
売
先
等
に
納

品
す
る
４
日
前
（
ム
ー
チ
ー
の
時
期
以
外

は
前
日
）
か
ら
行
い
ま
す
。
洗
米
し
た
も

ち
米
を
３
〜
４
時
間
ほ
ど
水
に
浸
し
、
そ

の
も
ち
米
を
臼（
昔
は
石
臼
、現
在
は
機
械
）

で
水
挽
き
（
水
に
浸
し
た
も
ち
米
を
粉
砕
）

し
ま
す
。こ
の
水
挽
き
の
工
程
が
ム
ー
チ
ー

製
造
の
特
徴
で
す
。
水
挽
き
後
、
冷
蔵
庫

に
１
日
寝
か
せ
水
分
を
抜
き
ま
す
。
そ
の

後
、ミ
キ
サ
ー
で
混
ぜ
、成
形
機
に
か
け
て
、

月
桃
の
葉
で
包
み
蒸
し
て
完
成
で
す
」
と

の
こ
と
で
す
。

　
ム
ー
チ
ー
を
後
世
に
継
承
す
る
取
組
を

行
っ
て
い
る
「
南
城
市
う
ふ
ざ
と
ヌ
ム
ー

チ
ー
祭
実
行
委
員
会
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ム
ー
チ
ー
祭
は
、
旧
大
里
村
の
商
工
会

が
村
お
こ
し
事
業
の
一
環
で
平
成
９
年
か

ら
行
わ
れ
、
南
城
市
と
し
て
合
併
後
、
一

時
休
止
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
「
南

城
市
う
ふ
ざ
と
ヌ
ム
ー
チ
ー
祭
実
行
委
員

会
」
の
設
立
を
機
に
復
活
し
現
在
に
至
り

ま
す
。
祭
り
は
毎
年
12
月
第
２
日
曜
日
に

開
か
れ
、
ム
ー
チ
ー
づ
く
り
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
昔
な
が
ら
の
ク
バ
の
葉
で
包
ん
だ

ム
ー
チ
ー
（
力
（
ち
か
ら
）
ム
ー
チ
ー
）

の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

　
本
委
員
会
に
よ
る
と
、
兄
妹
の
物
語｢

大

里
鬼｣

に
あ
る
よ
う
に
、
旧
暦
12
月
８
日
、

現
在
の
南
城
市
大
里
西
原
地
区
に
お
い
て

餅
で
鬼
を
退
治
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り

（
諸
説
あ
り
）、
今
で
は
健
康
祈
願
、
厄
払

い
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
今
後
も
食
品

に
関
す
る
情
報
を
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
情

報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
当
局
Ｈ

Ｐ
や
当
局
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２
　

ム
ー
チ
ー
の
原
料
に
つ
い
て

ム
ー
チ
ー
製
造
工
程

（
沖
縄
市
の
上
間
モ
チ
店
）

ム
ー
チ
ー
祭
（
南
城
市
う
ふ
ざ
と
ヌ

ム
ー
チ
ー
祭
実
行
委
員
会
）

タイもち米を原料とした製法（沖縄市の上間モチ店の取組）

①洗米したもち米を水に
　３～４時間浸す

②水挽きする。水挽き後のもち粉は水
　分と混ざった状態のため、冷蔵庫に
　１日寝かせ水分を抜く。

③冷蔵庫で水分を抜いたもち粉に
　水を含ませ、ミキサーで混ぜる

④もちを成形機にかける ⑤もちを月桃の葉で包む ⑥もちを蒸し器で１時間ほど蒸して
　完成

仕
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